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日本における助産師の糖尿病妊婦のケアに関する文献検討

佐原玉恵�� 　鈴井江三子��

は じ め に

女性が妊娠した場合，安全で安心な出産を迎える
ために，妊娠期間を通して妊婦健康診査を受け，母
子の健康を確認する必要がある．この場合，女性の

心身に問題がない場合は通常の妊婦健診とルチー
ンの検査を受けることで妊婦診察が終了する．しか
し，既往歴があり合併症を併発する可能性のある場
合は，症状の悪化を防ぐために周産期管理の対策が
図られる．
周産期管理の対策がとられる妊娠の合併症として

は，心疾患，腎疾患，代謝疾患，消化器疾患が主な
ものであり，これらの異常の早期発見と治療が周産
期の重要な管理対象疾患となっている．なかでも代

謝疾患の糖尿病については最近急速にその人口が増
加しており，母児に与える影響は大きく，注目すべ
き疾患となっている��．つまり，糖代謝異常の妊婦
は糖尿病人口の増加に伴い，当然増加傾向にあるこ
とが予測され，医学的な管理の重要性が示唆された
のである．そのため，�		�年には全国的な多施設共
同スクリーニングの大規模調査が実施され ��，その
結果を受けて，日本産婦人科学会では糖代謝異常に
ついてのスクリーニングの方法を示し ��，医学的な

糖尿病管理システムを整備してきたのである．
一方，妊婦の保健指導が業務として明文化されて

いる助産師は ��，糖尿病妊婦に対してどのようなケ
アを行っているのかを考えた場合，その具体策があ
まりみえてこない．理由の �つには助産師の専門性
が影響していることも考えられる．助産師とは，正
常な妊娠・出産期のケアが責任の所在であり，それ
らの経過に伴う正常からの逸脱徴候が発見されたら，
医師や他の専門職と協働して支援を行うことが要求

される��．しかし，妊婦の保健指導が助産師の業務
として主要な位置を占めていることから，専門性の
提供という観点から考えると，母子に重篤な影響を
与えることもある妊娠糖尿病妊婦や糖尿病合併妊婦
（以下両者を糖尿病妊婦と表記する）に対する助産

師のケアは，より充実していくことが必要であると
考える．
そこで本稿では，助産師の糖尿病妊婦に対するケ

アの視点から文献検討を行い，今後，助産師が行う

糖尿病妊婦へのケアに関する課題を明らかにするこ
とを目的とした．

研 究 方 法

研究方法として，糖尿病妊婦に関する文献を検索
し，その中で助産師の行う保健指導とケアに関する
文献を抽出し，それらの研究内容を検討したので，
以下に具体的な手順について述べる．
なお，本研究では，助産師が提供する健康教育を
保健指導，助産師が実施する助産技術をケアと表記

しているが，文脈によっては双方を総称してケアと
いう．
� � まず初めに，糖尿病妊婦に関する調査報告を検
索するために「医学中央雑誌 �
�版」を使用
した．看護領域に焦点を絞るためにキーワード
は，「妊娠」���「糖尿病」���「ケア」で検
索した．また，助産師の糖尿病妊婦への患者指
導の現状を知るために「糖尿病」���「妊娠」
���「教育」���「助産師」のキーワードで

絞り込んだものを助産師の患者教育に関する内
容の文献として検索し検討した．文献は，原著，
研究報告を対象としたが，動向を知る上で参考
資料として総説，解説等も検索対象とした．そ
して，本研究目的から，分析を行った文献は助
産師の糖尿病妊婦へのケアに関するものに焦点
を当て，治療・診断に関する医学的内容の解説
や総説などは対象から除外した．

� � 次いで，糖尿病妊婦に対するケアという内容の

文献をテーマごとに分類し，そこから見えてく
る今後の課題を抽出した．この際，厚生労働省
が糖尿病妊婦に関する全国調査の結果を基に，
管理方針を提示した�		�年以前と，それ以降に
分けて研究の動向を分析した．
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結果および考察

�．糖尿病妊婦に関する文献の概観

����年から�		�年までの糖尿病妊婦に関する文
献総数は���件であった．そのうち���件が糖尿病に

関する診断・治療及び検査方法等の，医学的管理方
針に関する内容であり，残り�	件が糖尿病妊婦への
保健指導やその効果に関する看護領域の文献であっ
た．����年以降�		�年までの文献総数は��件であ
りそのうち看護に関する文献は�	件であった．それ
が�		�年以降�		�年まででは，文献総数は���件で
ありそのうち看護に関する文献は�	件であった．
内容の特徴として，�		�年の厚生労働省の糖尿病

に関する全国調査��以降は，糖尿病妊婦に対する医

学的管理に関する文献数が急激に増加しており，従
来の糖尿病に対する診断・治療方針のみでなく，妊
娠中の妊婦と胎児の管理を中心に据えて，妊娠中の
管理体制や他職種との連携等に関する教示内容も増
加していった．しかし，その一方で，糖尿病妊婦の
日常生活上の保健指導やマイナートラブルの改善方
法等に関する看護領域のものは年間 �� �件に留ま
り，僅かに増えた程度であった．その中で，助産師
が行うケアに焦点をあてた文献は��件であった．原

著論文は��件のうち �件のみである．さらに掲載雑
誌については，学術学会誌は日本妊娠糖尿病学会誌
の「糖尿病と妊娠」であり，その他は地方の学会誌
であった．看護系の学術雑誌が無いことから，この
分野に関する看護の研究者の関心が低いということ
が考えられた．
次いで，助産師が行う糖尿病妊婦のケアに関する

文献��件について，内容別にみると，�）「糖尿病妊
婦の保健指導に関するもの」，�）「糖尿病妊婦の生
活の工夫に関するもの」，�）「糖尿病と助産師の教

育に関するもの」，の �つに分類することができた．
以下に，これら �つに分類された研究報告につい

て，その内容をさらに具体的に説明し，今後の助産
師が行うケアについての課題を抽出したいと考える．
�．助産師が行う糖尿病妊婦のケアに関する研究

�）糖尿病妊婦の保健指導に関する研究

糖尿病妊婦の保健指導に関するに研究は���	年代
初頭からみることができ，����年には �件���� の
研究報告があった．これらの内容は，糖尿病妊婦に

対する効果的な保健指導を提供するには，妊婦と助
産師の信頼関係を構築することが大切であること ��

や，個々の妊婦にあわせた個別指導の重要性が述べ
られていた ��．また，助産師が実施する指導内容に
関する報告としては，妊婦自身による症状の自覚を
促し，妊娠の変化に合わせた血糖コントロールの重

要性を指導する	�，糖尿病の病態・治療に関する基
本的知識の説明	�，具体的な食事内容や調理方法を
説明する必要性等が示唆された ��．さらに，妊婦の
自覚を促すために必要な教授方法として教育入院の

利用��や，内科医を含む他職種との連携等��，妊婦
を取り巻く人的資源の拡大もあげられていた．そし
て，医療チームを構成して妊婦と関わり，妊婦が積
極的に治療に参加する姿勢を促し，妊婦も一緒に食
事のカロリーを決めていくことが有効であると述べ
ている��．
つまり，妊婦自身のセルフケア能力を高めるよう

な指導方法が重要であると指摘している��．特に注
目すべきは，糖尿病合併妊婦に対する効果的な母親

学級の実施についての報告であった	�．調査施設に
は糖尿病センターと出産施設が併存しており，同セ
ンターを利用する妊婦は，個別指導を受けながら，
糖尿病妊婦同志が集まる母親学級の集団指導にも参
加できるため，糖尿病妊婦同士の連携ができること
で，お互いの情報交換だけでなく，エンパワメント
にもつながり，非常に有効な取り組みであると報告
されていた．
その後，����年から�		�年の間では，�件の研究

報告
����と �件の解説���があり，����年に，小森
は「問題解決するために妊婦と共に考える．保健指
導をする側と受ける側であっても人間対人間の関係
が重要である」という考え方を報告した ���．また
�		�年に福島は，教育入院の必要性を示しながら，
周囲のサポート体制の大切さや家族を含めた保健指
導の重要性について報告している���．中でも福井
は，「糖尿病妊婦はがんばるのが当たり前ではない
こと」や，助産師は「糖尿病妊婦の多様な価値観を

受け入れることが重要である」と報告している
�．
つまり，糖尿病妊婦が糖尿病という状態に日々葛藤
を感じながら生活しているという現状を踏まえた上
で，妊婦のセルフケア行動をサポートするという保
健指導者としての立場を示唆している．特に，福井
は報告の中で，糖尿病妊婦がもつ治療中の心理状態
について明らかにしており，助産師からの「頑張っ
て」という言葉が糖尿病妊婦のストレスを増大して
いることも指摘している
�．したがって，保健指導

をする際に，助産師は妊婦に対して，妊婦は頑張っ
て当たり前という意識を持たないことを示唆し，糖
尿病妊婦がもつ多様な価値観や性格等を受容するこ
とが求められてきたのである．この頃から，保健指
導を提供する助産師は，糖尿病妊婦の個性や特徴を
熟知し，それぞれにあった説明内容や関わり方をす
ることが大切であるという考え方が強調されてきた
と推測された．
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そして，�		�年から�		�年になると，�件の研究
報告������と �件の解説����	�が報告された．十萬
は，栄養士の立場から効果的な栄養ケアプランにつ
いて解説しており���，助産師以外のコ・メディカ

ルも糖尿病妊婦への専門的な関わりについて研究報
告を行うようになってきた．そこで�		�年には近藤
が，チームケアの必要性とチームケアの方向性���

として，家族への介入や地域連携の必要性も示唆す
るようになり，糖尿病妊婦に関わる助産師は，家族
看護の視点と，行動変容を促す関わり方が必要であ
ると述べている．つまり，家族や周囲の人を巻き込
んだ保健指導が必要であり，それらの人に対する保
健指導の方法論の構築が重要である．

糖尿病療養指導士であり助産師でもある森川は，
助産師の関わりとして外来，入院中はもちろんのこ
と妊娠前の糖尿病女性への関わりについても重要で
あると報告している���．また，峰らは，助産師の立
場から糖尿病妊婦に対する栄養指導について報告し
ており，出産前後の血糖コントロール，授乳中の血糖
コントロール，次回妊娠に向けての血糖コントロー
ル，肥満予防に関する保健指導は次の妊娠の前から
実施する必要があると強調している�	�．特に，助産

師も糖尿病に関する専門的な知識が必要であり，そ
れが効果的な栄養指導につながると指摘している．
つまり，助産師は常に糖尿病妊婦に寄り添い心理面，
社会面から妊婦を支える役割があるが，糖尿病によ
る妊婦の心身への影響に関する知識を充分持ってい
なければ，保健指導を受ける側の妊婦との信頼関係
の構築や，ありのままの妊婦を受け入れ，共に問題
解決を行っていくことは難しいと考えられた．
そして最近では，保健指導を行った後の糖尿病妊

婦の行動変容やセルフケア行動の継続に関する客観
的評価の必要性も重要視され始めた ���．つまり，糖
尿病妊婦が妊婦自身も参加し決定した指導内容を妊
婦自身の方法で工夫，実施し，実際それが効果的に
継続できているのかどうかを科学的に評価し，より
改善する方向性を明確にすることが必要であるとい
う．しかし，評価の重要性は指摘されるが，まだ評
価モデルに関する研究は見あたらず，どういった評
価ツールが望ましいのか，今後の検討課題であると

考える．
�）糖尿病妊婦の生活の工夫に関する研究

糖尿病妊婦の生活の工夫に関する研究は，�		�年
��		�年に報告されており �件�
����であった．�

件の内容は，職場における生活の工夫，妊娠期と育
児期における療養上の体験と工夫についてであった．
高橋らの職場における生活の工夫については，調

査対象者が �名であり，どの事例も職場の理解が得

られ適切な対処法が行われていたという�
�．しか
し，調査結果では明らかになっていないが，実際に
は職場の理解が得られず退職を余儀なくされる事例
もあると考察している．糖尿病をもつ勤労妊婦に関

する調査は，今後さらに調査事例を増やすことで，
糖尿病妊婦が望む職場環境とはどういったものであ
るのかも明らかにする必要があると考える．
この他，田中らの調査によれば，糖尿病妊婦は妊
娠期の療養上の体験と工夫���に関する調査を通し
て，各個人にあった生活上の工夫をしていることを
明らかにしている．また，小田らの育児期の療養上
の体験と工夫���に関する調査においても，糖尿病妊
婦は日常生活の中で生じる妊娠，出産，育児などの

重要なライフイベントにおいて，自らの工夫で上手
に対処していることも明らかにしている．例えば，
どのような時に血糖変化が起き，どのような方法で
それを管理していったのかを具体的に報告している
のである．ただし，この研究のインタビュー方法が
グループインタビューであったことから，夫婦関係，
特に性に関するプライベートな内容については明ら
かにされていなかった．今後は個別のインタビュー
を行いながら生活上の工夫や困難についての内容を

明らかにし，問題を解決していくことでよりよいケ
アができるようになると考える．
�）糖尿病妊婦をケアする助産師の教育に関する

研究

助産師の教育に関する研究は，�		�年��		�年に
報告されており �件������であった．萬野らは，ス
タッフの現状糖尿病妊婦への保健指導の現状につい
て調査していた ���．また関田らは，スタッフの糖
尿病妊婦へのケアについて苦手意識が高く，その原

因として知識不足，糖尿病妊婦との関わりの困難性
や個別対応の困難があると報告され，スタッフ教育
のマニュアルが必要であるということであった���．
他の �件は福井の報告であり，助産師に知ってほし
い周産期の糖尿病の知識として，妊娠期の過ごし方
が胎児の成長だけでなく，生まれた子どもの一生の
健康問題に大きく影響するものであるということを
理解しなければならない，また妊婦が今までどのよ
うな生活をし，どのように育ってきたかという視点

からも理解していく必要があると指摘している���．
知識の不足によりスタッフのケアが十分でないので
あれば不足していることについて知識を増やすよう
な教育マニュアルを実施する必要がある．一方，関
わりの困難性については，福井の報告にもあるよう
に，糖尿病妊婦を心理的な側面からの理解が必要で
あると考えられた．糖尿病妊婦の心理についてさ
らに十分な調査をすることで効果的な関わりの方法が
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明らかになると考えられた．
教育に関する文献から糖尿病を抱えた妊婦からは

助産師に対して求めるケアが多くあると推測される
が，妊婦を支える側の助産師はそれらのニードに十

分応えられているとはいえないということが分かる．
糖尿病の病態に関する十分な知識，栄養指導に関す
る知識，治療に関する知識，さらに糖尿病妊婦の心
理に関する知識や関わりの方法などを充実させなけ
ればならない．
つまり助産師の糖尿病妊婦のケアの内容が明確で

なければ他職種と十分に連携していくのも難しく，
また個々の妊婦の生活の特徴に合わせたケアの方
法を応用させることもできないと考えられる．した

がって，糖尿病妊婦に対してよりよいケアを提供す
るために助産師の妊娠糖尿病，糖尿病合併妊娠に関
する教育について，全国的な実態調査を行い教育シ
ステムの構築を行う必要があると考えられた．

結 論

糖尿病妊婦へのケアを充実させるために今後の課

題として以下の内容が抽出された．
これらの点が，実施されれば，助産師の行う糖尿
病妊婦に対するケアは，今後向上し充実することが
期待される．

� � 家族への介入についての研究を行い，家族を含
めた保健指導についての方法論を構築すること．

� � 糖尿病妊婦が今までどのような生活をし，どの
ように育ってきたかという視点を含めて理解し，
信頼関係を築いた上で，妊婦参加の保健指導を
行い妊婦と共に評価すること．

� � 勤労妊婦の職場における困難なことについて調
査し，糖尿病妊婦が望む職場環境について明ら
かにすること．

� � 糖尿病妊婦の治療管理を効果的なものにするた
めに日常生活においてどのような工夫や困難が
あったか個別の面接調査を行い具体的な方法論
を提示すること．

� � 助産師の糖尿病に関する教育について全国的な
実態調査を行い教育システムを構築すること．
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